
 
 

 

 

 

 

 

 

 

5．最先端大型研究施設の整備・共用の促進  
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５
．

最
先

端
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・
共

用
の

促
進

NM
R

レ
ー

ザ
ー

大
型
放
射
光
施
設

「S
Pr
in
g-
8」

Ｘ
線
自
由
電
子
レー
ザー
施
設

「S
AC
LA
」

共
用
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
※
３

ス
ー
パ
ー
コン
ピ
ュー
タ
「京
」

大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設

「J
-P
AR
C」

ポ
ス
ト「
京
」の
開
発

人
材

育
成

共
通

基
盤

技
術

の
開

発

特
定

先
端

大
型

研
究

施
設

の
共

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

指
定

放
射

光
施

設

生
命

科
学

や
地

球
・惑

星
科

学
等

の
基

礎
研

究
か

ら
新

規
材

料
開

発
や

創
薬

等
の

産
業

利
用

に
至

る
ま

で
幅

広
い

分
野

の
研

究
者

に
世

界
最

高
性

能
の

放
射

光
利

用
環

境
を

提
供

し、
学

術
的

に
も

社
会

的
に

も
イン

パ
クト

の
高

い
成

果
の

創
出

を
促

進
。

国
家
基
幹
技
術
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
Ｘ
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

の
性

能
（

超
高

輝
度

、極
短

パ
ル

ス
幅

、高
コヒ

ー
レ

ン
ス

）
を

最
大

限
に

活
か

し
、

原
子

レ
ベ

ル
の

超
微

細
構

造
解

析
や

化
学

反
応

の
超

高
速

動
態

・変
化

の
瞬

時
計

測
・分

析
等

の
最

先
端

研
究

を
実

施
。

世
界

最
高

レ
ベ

ル
の

大
強

度
陽

子
ビー

ム
か

ら生
成

され
る

中
性

子
、ミ

ュオ
ン

等
の

多
彩

な
２

次
粒

子
ビー

ム
を

利
用

し、
素

粒
子

・原
子

核
物

理
、

物
質

・生
命

科
学

、産
業

利
用

な
ど広

範
な

分
野

に
お

い
て

先
導

的
な

研
究

成
果

を
創

出
。

10
2億

円
※
1 （
98
億
円
※
1 ）

72
億
円
※
2 （
70
億
円
※
2 ）

13
2億

円
（
12
6億

円
）

11
5億

円
（
11
0億

円
）

※
1 

SA
CL

A分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

※
2 

 S
Pr

in
g-

8分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

我
が

国
が

世
界

に
誇

る
最

先
端

の
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・共
用

を
進

め
る

こと
に

よ
り、

産
学

官
の

研
究

開
発

ポ
テ

ンシ
ャル

を
最

大
限

に
発

揮
す

る
た

め
の

基
盤

を
強

化
し、

世
界

を
先

導
す

る
学

術
研

究
・産

業
利

用
成

果
の

創
出

等
を

通
じて

国
際

競
争

力
の

強
化

に
つ

な
げ

る
。

ス
ー

パ
ー

コン
ピュ

ー
タ「

京
」を

中
核

とし
、多

様
な

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
革

新
的

な
計

算
環

境
（

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｉ

：
革

新
的

ハ
イパ

フォ
ー

マ
ン

ス
・コ

ン
ピュ

ー
テ

ィン
グ

・イ
ン

フラ
）

を
構

築
し

、そ
の

利
用

を
推

進
す

る
こと

で
、我

が
国

の
科

学
技

術
の

発
展

、産
業

競
争

力
の

強
化

、安
全

・
安

心
な

社
会

の
構

築
に

貢
献

。

我
が

国
が

直
面

す
る

社
会

的
・科

学
的

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

た
め

、シ
ス

テ
ム

とア
プ

リケ
ー

シ
ョン

を協
調

的
に

開
発

（
Co

-d
es

ig
n）

す
る

こと
に

より
、2

02
1～

22
年

の
運

用
開

始
を

目
標

に
世

界
最

高
水

準
の

汎
用

性
の

あ
る

ス
ー

パ
ー

コン
ピュ

ー
タを

実
現

し、
世

界
を先

導
す

る
成

果
の

創
出

を目
指

す
。

※
３

「３
．

基
礎

研
究

力
強

化
と世

界
最

高
水

準
の

研
究

拠
点

の
形

成
」に

計
上

5,
63

0百
万

円
（
6,

70
0百

万
円

）

40
,7

84
百

万
円

（
39

,0
11

百
万

円
）

最
先
端
大
型
研
究
施
設

最
先
端
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・共
用

民
間

活
力

の
導

入
等

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
7
,
4
4
9
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
4
5
,
8
1
2
百
万
円
）

次
世
代
放
射
光
施
設
の
推
進

科
学

的
に

も
産

業
的

に
も

利
用

価
値

が
高

く、
様

々
な

分
野

の
研

究
や

イノ
ベ

ー
シ

ョン
創

出
の

飛
躍

的
な

進
展

が
期

待
され

る
次

世
代

の
軟

X線
向

け
高

輝
度

3G
eV

級
放

射
光

源
に

つ
い

て
、財

源
負

担
も

含
め

た
官

民
地

域
パ

ー
トナ

ー
シ

ップ
に

よる
推

進
に

向
け

、設
計

調
査

等
を

実
施

す
る

。
44

9百
万

円
（
新

規
）

新
た
な
共
用
シ
ス
テ
ム
※
３

研
究
開
発
基
盤
を

支
え
る設
備
・機
器
共
用

及
び
維
持
・高
度
化
等
の

推
進

～
研
究
開
発
と共
用
の

好
循
環
の
実
現
～
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大
型

放
射

光
施

設
（
S
P
ri
n
g
-
8
）
の

整
備

・
共

用

○
S
P

ri
n
g-

8
は

、
微

細
な

物
質

構
造

や
状

態
解

析
が

可
能

な
世

界
最

高
性

能
の

放
射

光
施

設
。

生
命

科
学

、
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

か
ら

新
材

料
開

発
ま

で
広

範
な

分
野

で
先

端
的

・
革

新
的

な
研

究
開

発
に

貢
献

。

○
平

成
9
年

の
共

用
開

始
か

ら
1
9
年

以
上

が
経

過
し

、
利

用
者

は
着

実
に

増
加

。
毎

年
約

16
,0

00
人

の
産

学
官

の
研

究
者

が
利

用
。

○
同

等
性

能
の

大
型

放
射

光
施

設
を

有
す

る
の

は
日

米
欧

の
み

で
あ

り
（
他

に
米

国
A

P
S
、

欧
州

E
S
R

F
）
、

S
P

ri
n
g-

8
は

安
定

な
ビ

ー
ム

性
能

を
発

揮
中

。

背
景

・
課

題

事
業

概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

S
P

ri
n
g-

8
に

つ
い

て
、

安
定

的
な

運
転

の
確

保
及

び
利

用
環

境
の

充
実

を
行

い
、

産
学

の
広

範
な

分
野

の
研

究
者

等
の

利
用

に
供

す
る

こ
と

で
、

世
界

を
先

導
す

る
利

用
成

果
の

創
出

等
を

促
進

し
、

我
が

国
の

国
際

競
争

力
の

強
化

に
つ

な
げ

る
。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
成

長
戦

略
等

に
お

け
る

記
載

】
第

5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
P

3
2
）
４

（
２

）
②

ⅱ
）

（
P

1
4
）
２

（
３

）
②

ⅱ
）

①
S
P

ri
n
g-

8
の

最
大

限
の

共
用

運
転

の
実

施
8
,8

2
7
百

万
円

（
8
,4

45
百

万
円

）
-

最
大

性
能

発
揮

の
た

め
の

世
界

レ
ベ

ル
の

6
,0

0
0
時

間
運

転
（
8
0
0
時

間
増

）
確

保
及

び
維

持
管

理
等

②
S
P

ri
n
g-

8
・
S
A

C
L
A

の
利

用
促

進
※

1
,3

7
9
百

万
円

（
1
,3

7
9百

万
円

）
-

利
用

者
選

定
・
利

用
支

援
業

務
の

着
実

な
実

施
※

 S
A

C
L
A

と
一

体
的

・
効

率
的

に
実

施
。

施
設

設
置

者
：

（
国

研
）
理

化
学

研
究

所
［
理

研
］

登
録

施
設

利
用

促
進

機
関

：
（
公

財
）
高

輝
度

光
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
［
J
A

S
R

I］
•論

文
発

表
：
ネ

イ
チ

ャ
ー

・
サ

イ
エ

ン
ス

誌
を

は
じ

め
、

S
P

ri
n
g-

8
を

利
用

し
た

研
究

論
文

は
累

計
約

1
3
,4

0
0
報

。
（
例

え
ば

、
サ

イ
エ

ン
ス

誌
の

2
0
1
1
年

の
世

界
の

1
0
大

成
果

の
う

ち
２

件
が

S
P

ri
n
g-

8
固

有
の

成
果

。
※

は
や

ぶ
さ

試
料

解
析

、
光

化
学

系
Ⅱ

複
合

体
。

）

•産
業

利
用

：
稼

働
・
整

備
中

の
5
7
本

の
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
の

う
ち

４
本

は
産

業
界

が
自

ら
設

置
。

共
用

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

に
お

け
る

全
実

施
課

題
に

占
め

る
産

業
利

用
の

割
合

は
約

２
割

。

•
SP

rin
g-

8の
高

輝
度

X線
を

利
用

す
る

こと
で

、自
動

車
排

ガ
ス

浄
化

用
触

媒
の

原
子

レ
ベ

ル
で

の
構

造
解

析
に

初
め

て
成

功
。こ

れ
に

よ
り、

触
媒

活
性

を
最

適
化

す
る

酸
素

貯
蔵

・放
出

機
構

を解
明

。
•

開
発

され
た

高
性

能
三

元
触

媒
は

、白
金

（
貴

金
属

）
の

消
費

を
抑

え
つ

つ
高

い
浄

化
性

能
を

発
揮

。2
00

5年
８

月
以

降
に

製
造

され
た

トヨ
タ製

ガ
ソ

リン
車

の
ほ

とん
ど

に
搭

載
され

、環
境

浄
化

に
貢

献
。

•
SP

rin
g-

8及
び

J-
PA

RC
、ス

ー
パ

ー
コン

ピュ
ー

タ「
京

」の
連

携
活

用
に

よ
り、

ゴ
ム

の
内

部
構

造
を

ナ
ノか

らミ
クロ

レ
ベ

ル
ま

で
連

続
的

に
解

析
・シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
す

る
技

術
を

開
発

。
•

本
技

術
に

よ
り、

耐
摩

耗
性

能
を従

来
製

品
よ

り5
1%

向
上

させ
た

新
製

品
が

販
売

開
始

。
20

17
年

2月
に

は
、ド

イツ
で

開
催

され
た

タイ
ヤ

技
術

発
表

・展
示

会
で

「T
ire

 
Te

ch
no

lo
gy

 o
f t

he
 Y

ea
r」

を
受

賞
す

る
な

ど、
国

際
的

に
も

高
く評

価
。

【使
用

ビー
ム

ライ
ン

】
BL

03
XU

、B
L4

0B
2、

BL
20

XU
【利

用
期

間
】2

00
3年

度
～

【中
心

研
究

者
】

岸
本

浩
通

（
住

友
ゴ

ム
工

業
(株

)）
【研

究
協

力
者

】雨
宮

慶
幸

・篠
原

佑
也

（
東

京
大

学
）

他

住
友

ゴ
ム

の
「エ

ナ
セ

ー
ブ

NE
XT

-Ⅱ
」と

し
て

製
品

化

高
性
能
・高
品
質
な
低
燃
費
タ
イ
ヤ
の
開
発

【使
用

ビー
ム

ライ
ン】

BL
01

B1
、B

L1
4B

2、
BL

16
B2

 
【利

用
期

間
】1

99
9年

度
～

20
05

年
度

【中
心

研
究

機
関

】
トヨ

タ自
動

車
(株

)、
(株

)豊
田

中
央

研
究

所
【研

究
協

力
機

関
】

京
都

大
学

他
）

環
境
に
や
さ
しい
高
性
能
三
元
触
媒
の
実
現

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
0
,
2
0
7
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
9
,
8
2
4
百
万
円
）

兵
庫
県

播
磨
科
学
公
園
都
市

50
0mSP
ri
ng
-8

◆
放

射
光

の
発

生
原

理

光
速

近
くま

で
加

速
した

電
子

に
磁

場
をか

け
て

軌
道

を曲
げ

た
とき

に
接

線
方

向
に

放
射

光
が

発
生

電
子

放
射
光

Su
pe

r 
Ph

ot
on

 r
in
g-
8

Ge
V
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X
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

施
設

（
S
A
C
L
A
）
の

整
備

・
共

用

背
景

・
課

題

事
業

概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

S
A

C
L
A

に
つ

い
て

、
安

定
的

な
運

転
時

間
の

確
保

及
び

利
用

環
境

の
充

実
を

行
い

、
産

学
の

広
範

な
分

野
の

研
究

者
等

の
利

用
に

供
す

る
こ

と
で

、
世

界
を

先
導

す
る

利
用

成
果

の
創

出
等

を
促

進
し

、
我

が
国

の
国

際
競

争
力

の
強

化
に

つ
な

げ
る

。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

○
S
A

C
L
A

は
、

原
子

レ
ベ

ル
の

超
微

細
構

造
や

化
学

反
応

の
超

高
速

動
態

・
変

化
の

瞬
時

計
測

・
分

析
が

可
能

な
世

界
最

高
性

能
の

Ｘ
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

施
設

。
放

射
光

（
波

長
の

短
い

光
）
と

レ
ー

ザ
ー

（
質

の
高

い
光

）
の

両
方

の
特

長
を

併
せ

持
つ

高
度

な
光

源
。

○
国

家
基

幹
技

術
と

し
て

平
成

1
8
年

度
に

整
備

開
始

、
平

成
2
4
年

3月
に

供
用

開
始

。

○
X
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

は
人

類
が

初
め

て
手

に
し

た
革

新
的

光
源

。
稼

働
は

世
界

に
日

米
の

２
つ

の
み

（
米

国
L
C

L
S
は

平
成

2
2
年

に
供

用
開

始
）
。

欧
州

・
ス

イ
ス

・
韓

国
が

追
随

し
、

平
成

2
9
年

に
供

用
開

始
予

定
。

S
A

C
L
A

は
最

も
コ

ン
パ

ク
ト

な
施

設
で

最
も

短
い

波
長

が
得

ら
れ

る
点

で
優

位
性

を
発

揮
。

•供
用

開
始

以
来

、
採

択
課

題
数

は
3
5
1
課

題
。

ネ
イ

チ
ャ

ー
誌

を
は

じ
め

と
す

る
ト
ッ

プ
論

文
誌

に
累

計
3
6
報

の
論

文
掲

載
。

•平
成

2
9
年

9
月

よ
り

３
本

の
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
を

同
時

に
供

用
す

る
予

定
で

あ
り

、
更

な
る

高
イ

ン
パ

ク
ト

成
果

の
創

出
に

期
待

。

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

施
設

設
置

者
：

（
国

研
）
理

化
学

研
究

所
［
理

研
］

登
録

施
設

利
用

促
進

機
関

：
（
公

財
）
高

輝
度

光
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
［
J
A

S
R

I］

兵
庫
県

播
磨
科
学
公
園
都
市

70
0m

SA
CL
A

①
S
A

C
L
A

の
最

大
限

の
共

用
運

転
の

実
施

5
,8

3
7
百

万
円

（
5
,6

00
百

万
円

）

-
最

大
性

能
発

揮
の

た
め

7
,0

0
0
時

間
運

転
（
7
5
0
時

間
増

）
確

保
及

び
維

持
管

理
等

②
S
P

ri
n
g-

8
・
S
A

C
L
A

の
利

用
促

進
【
再

掲
】※

1
,3

7
9
百

万
円

（
1
,3

7
9百

万
円

）

-
利

用
者

選
定

・
利

用
支

援
業

務
の

着
実

な
実

施
※

 S
P

ri
n
g-

8
と

一
体

的
・
効

率
的

に
実

施
。

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

第
5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
P

3
2
）
４

（
２

）
②

ⅱ
）

（
P

1
4
）
２

（
３

）
②

ⅱ
）

•
電

子
線

や
X線

な
どを

用
い

た
従

来
の

顕
微

鏡
・放

射
光

で
は

、観
察

に
必

要
な

一
定

の
ビー

ム
照

射
や

結
晶

化
に

よ
り細

胞
は

死
ん

で
しま

って
い

た
が

、S
AC

LA
の

フェ
ム

ト（
10

-
15

）
秒

オ
ー

ダー
の

発
光

時
間

を
使

うこ
とで

、自
然

な
状

態
の

生
き

て
い

る
細

胞
内

部
の

ナ
ノ構

造
を捉

え
る

こと
に

成
功

。
•

生
き

た
細

胞
を

ナ
ノメ

ー
トル

の
分

解
能

で
定

量
的

に
観

察
で

き
る

手
法

を
世

界
で

初
め

て
確

立
。未

だ
解

明
され

て
い

な
い

原
核

微
生

物
の

ゲ
ノム

複
製

や
それ

に
続

く細
胞

分
裂

な
どの

重
要

な
細

胞
内

現
象

の
解

明
に

期
待

。
生

きた
細

胞
内

部
の

ナ
ノ構

造
を高

コン
トラ

ス
トで

可
視

化

•
植

物
は

、光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

とい
うタ

ン
パ

ク質
で

水
分

解
を行

い
、生

命
が

必
要

とす
る

酸
素

を
作

り出
す

こと
は

長
く知

られ
て

い
た

が
、原

子
構

造
や

機
構

は
未

知
の

ま
ま

だ
った

。2
0年

来
の

研
究

とS
AC

LA
で

開
発

した
解

析
法

に
よ

り、
1.

95
Å分

解
能

で
全

構
造

とそ
の

触
媒

中
心

構
造

を
正

確
に

解
明

す
る

こと
に

世
界

で
初

め
て

成
功

。さ
らに

続
け

て
、触

媒
中

心
が

水
分

子
を

分
解

す
る

過
程

を
捉

え
、酸

素
分

子
が

発
生

す
る

直
前

の
構

造
を

世
界

で
初

め
て

解
明

。
•

自
然

界
の

光
合

成
が

原
子

レ
ベ

ル
で

い
か

に
行

わ
れ

て
い

る
か

の
解

明
に

つ
な

が
る

重
要

成
果

で
あ

り、
人

工
光

合
成

開
発

の
実

現
に

向
け

て
前

進
。

光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

の
触

媒
中

心
の

原
子

構
造

（
M

n 4
Ca

O
5ク

ラス
ター

; 
“歪

ん
だ

椅
子

”）

[N
at

ur
e

(2
01

5.
1.

1)
 、

Na
tu

re
（

20
17

.x
.x

）
掲

載
]

【使
用

ビー
ム

ライ
ン

】
BL

3
【利

用
開

始
年

】2
01

1年
度

【中
心

研
究

者
】

沈
建

仁
（

岡
山

大
学

）
他

光
合
成
を
行
う正

確
な
3次

元
原
子
構
造
を
解
明

～
人
工
光
合
成
開
発
へ
の
糸
口
～

[N
at

ur
e 

Co
m

m
un

ic
at

io
ns

（
20

14
.1

.7
）

掲
載

]
【使

用
ビー

ム
ライ

ン
】

BL
3

【利
用

期
間

】2
01

1年
度

～
20

14
年

度
【中

心
研

究
者

】
西

野
吉

則
（

北
海

道
大

学
）

生
き
た
細
胞
を
ナ
ノレ
ベ
ル
で
観
察
す
る
こと
に
成
功

（
ナ
ノ：

10
－
９
＝
10
億
分
の
１
）

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
,
2
1
6
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
6
,
9
7
9
百
万
円
）

◆
X線

自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
（
放
射
光
＋
レ
ー
ザ
ー
）
の
特
長

○
鋭
く、
明
る
い

→
試

料
を

特
別

な
調

整
（

結
晶

化
な

ど）
せ

ず
と

も
、分

子
・物

質
を

あ
りの

ま
ま解

析
可

能
（

結
晶

化
に

は
数

ヶ月
か

ら数
年

を
要

す
る

難
しい

も
の

も
あ

る
）

○
短
パ
ル
ス

→
化

学
反

応
や

細
胞

内
反

応
等

の
極

め
て

速
い

動
き

を解
析

可
能

（
SP

rin
g-

8
の

10
00

分
の

1の
フェ

ム
ト

秒
パ

ル
ス

）

SP
rin

g-
8 
An

gs
tr

om
 C

om
pa

ct
 F

re
e 

El
ec

tr
on

 L
As

er
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大
強

度
陽

子
加

速
器

施
設

（
J-

P
A
R
C
）
の

整
備

・
共

用

○
J
-
P

A
R

C
は

、
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

(J
A

E
A

)及
び

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
(K

E
K
) 

が
共

同
運

営
し

、
物

質
・
生

命
科

学
実

験
施

設
（
M

L
F
）
の

中
性

子
線

施
設

は

世
界

最
大

の
パ

ル
ス

中
性

子
線

強
度

を
誇

る
共

用
施

設
。

○
平

成
2
4
年

1
月

に
共

用
開

始
。

パ
ル

ス
ビ

ー
ム

は
0
.1

M
W

か
ら

段
階

的
に

強
度

を
上

げ
、

1
M

W
の

安
定

運
転

に
よ

る
最

大
限

の
共

用
を

目
指

す
。

事
業

概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

J
-
P

A
R

C
に

つ
い

て
、

安
定

的
な

運
転

の
確

保
及

び
利

用
環

境
の

充
実

を
行

い
、

産
学

の
広

範
な

分
野

の
研

究
者

等
の

利
用

に
供

す
る

こ
と

で
、

世
界

を
先

導
す

る
利

用
成

果
の

創
出

等
を

促
進

し
、

我
が

国
の

国
際

競
争

力
の

強
化

に
つ

な
げ

る
。

【
こ
れ
ま
で
の
成
果
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

①
J
-
P

A
R

C
の

最
大

限
の

共
用

運
転

の
実

施
1
0
,7

7
6
百

万
円

（
1
0,

2
37

百
万

円
）

-
最

大
性

能
発

揮
の

た
め

の
９

サ
イ

ク
ル

の
運

転
確

保
（
１

サ
イ

ク
ル

増
）
及

び
維

持
管

理
等

②
J
-
P

A
R

C
の

利
用

促
進

7
3
9
百

万
円

（
7
3
9
百

万
円

）

-
利

用
者

選
定

・
利

用
支

援
業

務
の

着
実

な
実

施

施
設

設
置

者
：

（
国

研
）
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

[J
A

E
A

]
登

録
施

設
利

用
促

進
機

関
：

（
一

財
）
総

合
科

学
研

究
機

構
［
C

R
O

S
S
］

•利
用

者
数

：
平

成
２

８
年

度
の

M
L
F
利

用
者

数
は

約
1
4
,3

5
0
人

。

•論
文

発
表

：
供

用
開

始
（
H

2
4
.1

）
以

来
の

ネ
イ

チ
ャ

ー
・
サ

イ
エ

ン
ス

誌
を

含
む

研
究

論
文

数
は

累
計

約
6
0
0
報

。

•産
業

利
用

：
中

性
子

線
施

設
の

全
実

施
課

題
の

う
ち

２
～

３
割

が
民

間
企

業
に

よ
る

産
業

利
用

。

第
5
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
P

3
2
）
４

（
２

）
②

ⅲ
）

（
P

1
4
）
２

（
３

）
②

ⅲ
）

背
景

・
課

題

[N
at

ur
e 

Ph
ys

ic
s 

(2
01

4.
3.

16
オ

ン
ライ

ン
版

) 
掲

載
]

【使
用

ビー
ム

ライ
ン

】
BL

08
、B

L2
1

【利
用

期
間

】2
01

3年
度

【中
心

機
関

】
KE

K、
J-

PA
RC

セ
ンタ

ー
、東

京
工

業
大

学

鉄
系

超
伝

導
体

R E
Fe

As
(O

1-
xF

x)
の

構
造

•
J-

PA
RC

の
中

性
子

線
実

験
に

よ
り、

世
界

的
に

高
い

関
心

を
集

め
て

い
る

鉄
系

超
伝

導
体

の
磁

気
的

性
質

や
構

造
の

詳
細

を
解

明
。こ

れ
に

よ
り超

伝
導

転
移

温
度

が
よ

り高
い

ピー
クを

示
す

新
た

な
超

伝
導

状
態

（
第

二
の

超
伝

導
磁

気
秩

序
相

）
を

発
見

。

•
超

伝
導

状
態

の
本

質
に

迫
り、

将
来

的
な

高
温

（
室

温
）

超
伝

導
物

質
の

開
発

の
可

能
性

を
拓

くも
の

と期
待

。

•
自

然
界

の
光

合
成

を
理

解
す

る
上

で
、光

化
学

系
Ⅱ

複
合

体
が

い
か

に
水

を
取

り込
み

分
解

す
る

か
は

当
面

最
大

の
鍵

。こ
れ

ま
で

岡
山

大
他

に
よ

り、
SP

rin
g-

8及
び

SA
CL

Aに
お

い
て

、そ
の

3
次

元
原

子
構

造
の

解
明

が
進

め
られ

、国
際

競
争

をリ
ー

ド。

•
J-

PA
RC

の
大

強
度

中
性

子
線

に
よ

り、
今

後
、光

化
学

系
Ⅱ

複
合

体
に

お
い

て
水

素
原

子
の

位
置

や
動

き
の

解
明

を
狙

い
、光

合
成

メカ
ニ

ズ
ム

の
解

明
が

期
待

。

触
媒

中
心

で
は

、水
分

子
が

分
解

され
水

素
原

子
核

が
放

出
され

る
。反

応
中

の
水

素
原

子
の

位
置

を決
定

す
る

こと
で

、メ
カニ

ズ
ム

を詳
細

に
理

解
す

る
こと

が
で

きる
。

《今
後
期
待
さ
れ
る
顕
著
な
成
果
》

光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

植
物
タ
ン
パ
ク
質
が
水
を
分
解
す
る
光
合
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
鉄
系
超
伝
導
物
質
で
新
しい
タ
イ
プ
の
超
伝
導
状
態
を
発
見

◆
中
性
子
ビー
ム
の
特
長

○
壊
さ
ず
透
過
す
る

電
子

殻
とほ

ぼ
相

互
作

用
しな

い
た

め
、物

質
を

破
壊

せ
ず

内
部

構
造

が
観

察
可

能

○
原
子
核
の
動
き
や
軽
元
素
を
見
る

原
子

核
と相

互
作

用
し、

特
に

水
素

や
リチ

ウム
な

どの
軽

元
素

の
観

察
に

強
み

○
磁
気
構
造
を
見
る

ス
ピン

を
持

つ
た

め
、微

小
磁

石
とし

て
振

る
舞

い
、物

質
の

磁
気

構
造

が
観

察
可

能

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
1
,
5
1
5
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
0
,
9
7
7
百
万
円
）

陽
子

を
光

速
近

く
ま

で
加

速
し

、
原

子
核

と
衝

突
さ

せ
る

こ
と

で
、

二
次

粒
子

ビ
ー

ム
を

生
成

Ja
pa

n 
Pr

ot
on

 A
cc

el
er

at
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

m
pl

ex

50
0m
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心
臓

の
拍

動
を

世
界

で
初

め
て

分
子

レ
ベ

ル
か

ら
精

密
に

再
現

。
特
定

の
遺

伝
子

異
常

と
病

気
と

の
相

関
性

が
知

ら
れ

て
い

た
肥
大

型
心

筋
症

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

解
明

に
貢

献
。

〇
「
京
」
を
中
核
と

し
て

国
内

の
大

学
等

の
ス
パ
コ
ン
を
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
利
用
者

が
一
つ

の
ア
カ
ウ
ン
ト

に
よ

り
様

々
な

ス
パ

コ
ン
や
ス
ト
レ
ー
ジ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
多

様
な
ユ
ー
ザ
ー

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
環

境
を
構
築
し
、
全
国
の
ユ
ー
ザ
ー
の
利
用
に
供
す
る
。

ｽ
ｰ
ﾊ

ﾟｰ
ｺ
ﾝ

ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾀ
｢
京

｣
及

び
革

新
的

ﾊ
ｲ
ﾊ

ﾟﾌ
ｫ
ｰ
ﾏ

ﾝ
ｽ

･
ｺ
ﾝ

ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾃ

ｨﾝ
ｸ

ﾞ･
ｲ
ﾝ

ﾌ
ﾗ
(
H
P
C
I)

の
運

営
平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
3
,
2
2
5
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
2
,
6
1
0
百
万
円
）

〇
「
京
」
を
中
核
と

し
、

多
様

な
利

用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
革
新
的
な
計
算
環
境
（
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
：
革

新
的

ハ
イ

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
・

イ
ン
フ

ラ
）
を
構
築
し

、
そ

の
利

用
を

推
進

す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
科
学
技
術
の
発
展
、
産
業
競

争
力

の
強

化
、

安
全

・
安

心
な

社
会

の
構

築
に

貢
献

す
る

。

【成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】（

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
2
0
1
7
）

（
兵

庫
県

神
戸

市
）

「
京
」
の
利
用
実
績
（
平
成
2
9
年
3
月

末
時

点
）

・
利
用
者

2
,
0
0
0
人
以
上

・
全
体
の
3
割
が
産
業
界
（
1
5
0
社

以
上

）
「
京
」
の
運
転
実
績
（
平
成
2
8
年
度

実
績

）
・
運
転
時
間

8
,
3
2
1
時
間

・
稼
働
率

9
8
.
7
％

〇
国
は
、
研
究
開
発

活
動

を
支

え
る

共
通

基
盤
技
術
や
先
端
的
な
研
究
機
器
、
基
盤
と
な
る
施
設
の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
研

究
施

設
・

設
備

等
の

全
体

像
を

俯
瞰
し

た
上
で
、
そ
の

規
模

や
特

性
等

に
応

じ
た
戦
略
的
な
共
用
の
促
進
や
、
研
究
開
発
と
共
用
の

好
循

環
の

確
立

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

１
．

「
京

」
の

運
営

1
1
,6

8
6
百

万
円

（
1
1
,1

8
2
百

万
円

）

〇
平
成
2
4
年
９
月
末
に

共
用

を
開

始
し

た
「

京
」
の
運
用
を

着
実
に

進
め
る
と
と
も

に
、

そ
の

利
用

を
推

進
。

①
「
京

」
の
運
営

1
0
,
8
4
6
百

万
円

（
1
0
,
3
4
2
百
万
円
）

②
「
京

」
の
利
用
促
進

8
4
0
百

万
円

（
8
4
0
百
万
円
）

２
．

H
P
C
Iの

運
営

1
,5

3
9
百

万
円

（
1
,4

2
8
百

万
円

）

第
２

階
層

ス
パ

コ
ン

フ
ラ

ッ
グ

シ
ッ

プ
シ

ス
テ

ム

東
北
大

筑
波
大

阪
大

九
大

名
大

北
大

統
数
研

東
工
大

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

京
大

東
大

【こ
れ
ま
で
の
成
果
例
】

•地
表

の
揺

れ
の

推
計

結
果

タ
ン

パ
ク

質

医
療

・
創

薬

実
際

の
材

料
に

近
い
1
0
万

原
子

規
模

の
第

一
原

理
計

算
に

よ
り

、
世

界
初

の
ナ

ノ
レ

ベ
ル

高
精

度
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
現

。
微

細
化

限
界

を
突

破
し

た
デ

バ
イ

ス
設

計
に

道
筋

（
2
0
1
5
年

ゴ
ー

ド
ン

ベ
ル

賞
受

賞
）

。

も
の

づ
く

り

長
周

期
地

震
動

に
よ

る
地

表
や

超
高

層
建

築
物

の
詳
細

な
揺

れ
を

初
め

て
明

ら
か

に
。

内
閣

府
に

よ
る
「

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
及

び
首

都
直

下
地

震
へ
の

対
策

」
に

貢
献

。

宇
宙

の
構

造
形

成
過

程
の

解
明

の
た

め
、

世
界

最
大

規
模

の
数
兆

個
の

ダ
ー

ク
マ

タ
ー

粒
子

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
（
2
0
1
2
年

ゴ
ー

ド
ン

ベ
ル

賞
受

賞
）

。
宇

宙
誕

生
か

ら
１

億
年

後
の

ダ
ー

ク
マ

タ
ー

空
間
分
布

自
動
車
の

周
り
の

空
気
の
流
れ

地
震

・
防

災
・

研
究

心
臓

全
体

宇
宙

地
表

の
揺

れ
の

推
計

結
果

世
界

で
初

め
て

、
空

気
の

流
れ

を
忠

実
に

実
現

し
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
風

洞
実

験
の

代
替

を
実

証
。

自
動

車
メ

ー
カ

ー
等

か
ら

な
る

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

よ
る

共
同

研
究

を
実

施
（
2
2
企

業
・
機

関
等

が
参

画
）
。

タ
ン

パ
ク

質
の

結
合

の
度

合
い

を
分

子
レ

ベ
ル

で
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
。

新
薬

候
補

化
合

物
を

選
定

し
、

前
臨

床
試

験
を

実
施

中
。

製
薬

メ
ー

カ
－

等
か

ら
な

る
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
よ

る
共

同
研

究
を

実
施

（
3
2
企

業
・
機

関
等

が
参

画
）
。

標
的

タ
ン

パ
ク

質
（

緑
）

と
薬

候
補

化
合

物
（

赤
）

断
面
の
電
流
密
度
分
布

背
景

・
課

題

事
業

概
要
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〇
我

が
国

が
直

面
す

る
課

題
に

対
応

す
る

た
め

、
2
0
2
1
年

～
2
2
年

の
運

用
開

始
を

目
標

に
、

世
界

最
高

水
準

の
汎

用
性

の
あ

る
ス

ー
パ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

実
現

を
目

指
す

。

〇
シ
ス
テ
ム
と
ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
協

調
的
に
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、

世
界
最

高
水
準
の
汎
用

性
、

最
大

で
「

京
」

の
1
0
0
倍
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

実
効
性
能
を
目
指
す
。

〇
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の

対
象

と
し

て
、

健
康
長
寿
、
防
災
・
減
災
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、

も
の
づ
く
り
分

野
等

の
社

会
的

・
科

学
的
課
題
を
選
定
。

〇
消
費
電
力
：
3
0
～
4
0
M
W
（

「
京

」
は

1
2
.
7
M
W
）

○
国
費
総
額
：
約
1
,
1
0
0
億
円

ポ
ス

ト
｢
京

｣
の

開
発

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
,
6
3
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
6
,
7
0
0
百
万
円
）

電
気

自
動

車
の

モ
ー

タ
ー

や
発

電
機

の
た
め

の
永

久
磁

石
を

省
レ

ア
メ

タ
ル

化
で
実

現

気
象

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

解
析

に
よ

り
、

局
地

的
豪

雨
を

的
確

に
予

測
創 薬 基 盤

燃
料

電
池

の
電

流
・

電
圧

性
能

を
予

測
・

高
性

能
化

飛
行

機
の

実
機

試
験

を
一

部
代

替
し

、
開
発

期
間

・
コ

ス
ト

を
大

幅
に

削
減

医
療

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

解
析

に
よ

り
、

個
人

個
人

の
が

ん
予

防
と

治
療

支
援

を
実

現
地

震
の
揺

れ
・

津
波

の
進

入
・

市
民

の
避

難
経
路

を
メ

ー
ト

ル
単

位
で

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン

高
速

・
高

精
度

な
創

薬
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

実
現

宇
宙

で
い

つ
ど

の
よ

う
に

物
質

が
創

ら
れ
た

の
か

な
ど

、
科

学
の

根
源

的
な

問
い
へ

の
挑

戦
個 別 化 医 療

気 象 ・ 気 候 地 震 ・ 防 災

燃 料 電 池 高 性 能 材 料

も の づ く り 宇 宙

【期
待
さ
れ
る
成
果
例
】

世
界

最
高

水
準

の

★
消
費

電
力

性
能

★
計
算

能
力

★
ユ
ー

ザ
ー

の
利

便
・

使
い

勝
手

の
良

さ

★
画
期

的
な

成
果

の
創

出

【シ
ス
テ
ム
の
特
色
】

★
平

成
3
0
年

度
秋

頃
（

予
定

）
の

中
間

評
価

を
踏

ま
え

、
製

造
段

階
へ

の
移

行
を

最
終

的
に

判
断

。

FY
20

14
（

H2
6）

FY
20

15
（

H2
7）

FY
20

16
（

H2
8）

FY
20

17
（

H2
9）

FY
20

18
（

H3
0）

FY
20

19
（

H3
1）

FY
20

20
（

H3
2）

FY
20

21
（

H3
3）

シ
ス

テ
ム

ア
プ

リケ
ー

シ
ョン

基
本

設
計

試
作

・
詳

細
設

計
製

造
・

調
整

運
用

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

・
研

究
開

発
実

証

理
化

学
研

究
所

計
算

科
学

研
究

機
構

（
兵

庫
県

神
戸

市
）

【事
業
の
目
的
】

【事
業
の
概
要
】

〇
高
精
度
・
高
速
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
現

す
る
最
先
端
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
に
係
る

研
究

開
発

と
そ

の
産

業
利

用
の

促
進

〇
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
は

、
理

論
、

実
験
と
並
ぶ
科
学
技
術
第
３
の
手
法
で
あ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン

の
強

力
な

ツ
ー

ル
で

あ
り

、
国

民
生

活
の

安
全

・
安

心
や
国

際
競
争
力
の
確

保
の

た
め

の
先

端
的

な
研
究
に
不
可
欠
な
研
究
情
報
基
盤
で
あ
る
。

【成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】（

未
来

投
資

戦
略

2
0
1
7
）

背
景

・
課

題

事
業

概
要
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次
世

代
放

射
光

施
設

の
推

進

背
景

・
課

題

事
業

概
要

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

軟
X
線

向
け

高
輝

度
３

G
e
V

級
放

射
光

源
の

整
備

に
向

け
て

、
加

速
器

技
術

開
発

を
含

め
た

設
計

調
査

等
を

実
施

。

○
施

設
全

体
の

設
計

4
9
百

万
円

（
新

規
）

・
高

輝
度

３
G

e
V

放
射

光
施

設
全

体
の

コ
ン

パ
ク

ト
な

設
計

調
査

等

○
加

速
器

技
術

開
発

4
0
0
百

万
円

（
新

規
）

・
電

子
ビ

ー
ム

を
曲

げ
る

機
能

と
収

束
す

る
機

能
を

合
わ

せ
た

偏
向

電
磁

石
の

性
能

や
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
手

法
を

検
証

す
る

た
め

の
磁

石
セ

ル
の

試
作

・
直

線
加

速
器

（
ラ

イ
ナ

ッ
ク

）
の

小
型

化
の

検
討

【成
長

戦
略

等
に

お
け

る
記

載
】

第
5期

科
学

技
術

基
本

計
画

（
P3

2）
４

（
２

）
②

ⅱ
）

、（
P1

4）
２

（
３

）
②

ⅱ
）

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

補
助

金
支

出
先

：
量

子
科

学
技

術
研

究
開

発
機

構

国
量

研

補
助
金

【
期
待
さ
れ
る
成
果
の
例
】

生
命

科
学

高
輝

度
軟

X線
に

よ
り、

軽
元

素
の

p軌
道

や
遷

移
金

属
d軌

道
な

ど、
タン

パ
ク質

の
機

能
に

関
わ

る
電

子
状

態
の

精
密

解
析

が
可

能
に

。

電
子

論
に

立
脚

した
タン

パ
ク質

研
究

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
創

薬
分

野
等

へ
の

応
用

展
開

が
期

待
。

光
合

成
タン

パ
ク質

の
反

応
メカ

ニズ
ム

を解
明

○
最

先
端

の
サ

イ
エ

ン
ス

は
、

科
学

的
に

も
産

業
的

に
も

物
質

の
構

造
解

析
か

ら
機

能
の

理
解

へ
と

向
か

っ
て

お
り

、
機

能
の

理
解

の
た

め
に

は
高

輝
度

の
軟

X線
光

源
が

必
要

不
可

欠
。

我
が

国
の

軟
X線

利
用

環
境

は
立

ち
遅

れ
て

お
り

、
我

が
国

に
お

け
る

利
用

環
境

の
早

期
整

備
が

求
め

ら
れ

て
い

る
※

。

○
特

に
、

審
議

会
に

お
い

て
財

源
負

担
も

含
め

た
官

民
地

域
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
に

よ
り

整
備

を
推

進
す

る
こ

と
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

現
や

成
功

に
と

っ
て

重
要

と
の

見
解

が
示

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

報
告

等
を

踏
ま

え
、

高
輝

度
3G

eV
級

放
射

光
源

の
整

備
に

向
け

た
設

計
調

査
等

を
実

施
す

る
。

※
「
軟

X線
向

け
高

輝
度

放
射

光
源

に
関

す
る

中
間

的
整

理
」
（
平

成
29

年
2月

7日
科

学
技

術
・
学

術
審

議
会

量
子

ビ
ー

ム
利

用
推

進
小

委
員

会
）

硬
X線

の
特
徴

○
重

元
素

の
分

析
が

得
意

で
構

造
解

析
が

主
【物

質
の

原
子

配
列

や
結

晶
構

造
の

解
明

等
】

○
物

質
内

部
の

分
析

が
可

能
例

）
タイ

ヤ
内

部
の

分
子

構
造

の
解

明
、磁

石
の

研
究

軟
X線

の
特
徴

○
軽

い
元

素
の

分
析

が
得

意
で

、電
子

状
態

が
良

く見
え

る
【物

質
機

能
を

現
す

電
子

の
動

的
挙

動
や

物
性

の
解

明
等

】
○

物
質

表
面

の
分

析
が

主
例

）
電

池
材

料
・タ

ンパ
ク質

の
機

能
解

明
、超

微
細

な
磁

石
材

料
の

詳
細

解
析

相
補

的

SP
rin

g-
8

軟
X線

向
け

高
輝

度
放

射
光

源

磁
性

・ス
ピン

トロ
ニク

ス
高

輝
度

軟
X線

に
よ

り、
1～

10
nm

ス
ケ

ー
ル

で
超

微
細

な
磁

石
の

磁
区

構
造

の
観

察
が

可
能

に
。

デ
ー

タス
トレ

ー
ジ

や
メモ

リの
省

エ
ネ

化
や

高
感

度
磁

気
セ

ンサ
ー

等
、I

oT
社

会
を

支
え

る
技

術
開

発
の

進
展

が
期

待
。

高
輝

度
軟

X線
に

よ
り、

一
部

の
重

元
素

だ
け

で
な

く、
ほ

とん
どの

触
媒

・反
応

・生
成

種
を

トー
タ

ル
に

観
察

し、
触

媒
反

応
の

ダイ
ナ

ミク
ス

の
詳

細
解

析
が

可
能

に
。

自
動

車
等

の
様

々
な

産
業

に
お

け
る

触
媒

機
能

の
学

理
に

基
づ

く新
規

触
媒

の
開

発
が

期
待

。

触
媒

化
学

軟
X線

硬
X線

放 射 光 （ X 線 ） の 輝 度

※
輝

度
が

高
い

＝
様

々
な

も
の

が
より

くっ
きり

と見
え

る
。

また
、よ

り短
時

間
で

、よ
り微

小
な

領
域

を、
時

間
的

な
変

化
も

より
詳

細
に

観
察

。

(e
V)

新
設
が
進
む
海
外
の
軟
X線

向
け
次
世
代
放
射
光
施
設

SP
rin

g-
8

（
硬

Ｘ
線

向
け

放
射

光
施

設
）

海
外
の
軟
X線

向
け

放
射
光
施
設

同
規

模
の

海
外

施
設

とし
て

は
、

米
国

（
AP

S）
、欧

州
（

ES
RF

）
が

あ
る

（
19

90
年

代
に

建
設

）

一
部

性
能

は
SP

rin
g-

8も
凌

駕

（
20

10
年

代
～

）

国
内
の
軟
Ｘ
線
向
け

放
射
光
施
設

英
国

、仏
国

、ス
イス

、ス
ペ

イン
、

豪
州

、中
国

、韓
国

等
（

20
00

年
代

に
建

設
）

10
eV

10
0e

V
1k

eV
10

ke
V 

10
0k

eV

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
4
4
9
百
万
円
（
新
規
）

- 67-



 
 

 

 

 

 

 

 

 

6．科学技術イノベーションの戦略的国際展開  

- 68-



【
機

密
性
○（

取
扱

制
限

）
】

６
．

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

戦
略

的
国

際
展

開

◇
国
際
科
学
技
術
共
同
研
究
推
進

事
業

等

◇
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
す

る
若

手
研

究
者

の
育

成

○
地

球
規

模
課

題
対

応
国

際
科

学
技

術
協

力
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
SA

TR
EP

S）
平

成
3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

：
1
,9

4
0
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
1
,6

9
0
百

万
円

）

我
が

国
の

優
れ

た
科

学
技

術
と

O
D

Aと
の

連
携

に
よ

り
、

ア
ジ

ア
等

の
開

発
途

上
国

と
、

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
防

災
、

生
物

資
源

等
の

地
球

規
模

の
課

題
の

解
決

に
つ

な
が

る
国

際
共

同
研

究
を

推
進

す
る

。

○
戦

略
的

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
SI

C
O

R
P）

平
成

3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

：
1
,2

4
0
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
1
,0

3
0
百

万
円

）

戦
略

的
な

国
際

協
力

に
よ

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
目

指
し

、
各

国
と

の
合

意
に

基
づ

く
イ

コ
ー

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
（
対

等
な

協
力

関
係

）
の

下
、

相
手

国
・
地

域
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

・
分

野
と

協
力

フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
た

多
様

な
国

際
共

同
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
AS

EA
N

を
は

じ
め

と
す

る
新

興
国

等
と

我
が

国
の

「
顔

の
見

え
る

」
持

続
的

な
研

究
協

力
を

推
進

す
る

。

○
日

本
・
ア

ジ
ア

青
少

年
サ

イ
エ

ン
ス

交
流

事
業

平
成

3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

：
3
,8

0
0
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
1
,8

7
0
百

万
円

）

海
外

の
優

秀
な

人
材

の
獲

得
を

目
指

し
、

ア
ジ

ア
諸

国
と

の
若

手
人

材
交

流
を

推
進

す
る

。

○
海

外
特

別
研

究
員

事
業

平
成

3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

：
2
,2

6
9
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
2
,0

0
3
百

万
円

）

優
れ

た
若

手
研

究
者

に
対

し
所

定
の

資
金

を
支

給
し

、
海

外
に

お
け

る
大

学
等

研
究

機
関

に
お

い
て

長
期

間
（
２

年
間

）
研

究
に

専
念

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

○
外

国
人

特
別

研
究

員
事

業
平

成
3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

：
3
,9

1
2
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
3
,6

4
6
百

万
円

）

分
野

や
国

籍
を

問
わ

ず
、

外
国

人
若

手
研

究
者

を
大

学
・
研

究
機

関
等

に
招

へ
い

し
、

我
が

国
の

研
究

者
と

外
国

人
若

手
研

究
者

と
の

研
究

協
力

関
係

を
通

じ
、

国
際

化
の

進
展

を
図

っ
て

い
く
こ

と
で

我
が

国
に

お
け

る
学

術
研

究
を

推
進

す
る

。

○
若

手
研

究
者

海
外

挑
戦

プ
ロ

グ
ラ

ム
平

成
3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

：
5
9
3
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

：
2
6
0
百

万
円

）
海

外
と

い
う

新
た

な
環

境
へ

挑
戦

し
、

３
か

月
～

1年
程

度
、

海
外

の
研

究
者

と
共

同
し

て
研

究
に

従
事

す
る

機
会

を
提

供

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
将

来
国

際
的

な
活

躍
が

期
待

で
き

る
豊

か
な

経
験

を
持

ち
合

わ
せ

た
博

士
後

期
課

程
学

生
等

の
育

成
に

寄
与

す
る

。

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

研
究

環
境

の
国

際
化

世
界

の
科

学
的

出
版

物
と

共
著

論
文

の
状

況

出
典

：
エ

ル
ゼ

ビ
ア

社
ス

コ
ー

パ
ス

に
基

づ
い

て
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
作

成

研
究

の
国

際
化

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
機

関
や

大
学

の
教

育
研

究
環

境
の

国
際

化

若
手

研
究

者
の

国
際

化

・
国

内
の

優
れ

た
研

究
チ

ー
ム

が
海

外
の

卓
越

し
た

研
究

者
と

連
携

し
、

共
同

研
究

を
行

う
こ

と
に

よ
る

成
果

の
効

果
的

な
創

出

・
優

れ
た

成
果

創
出

に
つ

な
が

る
、

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
機

関
の

制
度

・
運

用
の

改
善

・
大

学
の

教
育

研
究

環
境

の
国

際
化

・
国

際
交

流
の

促
進

や
、

若
手

研
究

者
の

海
外

で
の

研
究

機
会

の
増

加

国
際

的
な

人
材

・
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

、
先

端
科

学
技

術
分

野
で

の
戦

略
的

な
国

際
協

力
の

推
進

、
地

球
規

模
課

題
の

解
決

へ
の

貢
献

等
に

取
り

組
み

、
科

学
技

術
の

戦
略

的
な

国
際

展
開

を
一

層
推

進
す

る
。

▷
近

年
、

我
が

国
研

究
者

の
国

際
流

動
性

（
派

遣
・

受
入

れ
研

究
者

数
）

が
各

国
と

比
較

し
て

低
く

、
停

滞
ま

た
は

低
下

傾
向

に
あ

る
。

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
国

際
的

な
課

題

▷
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

環
境

の
国

際
化

が
進

む
中

、
我

が
国

は
論

文
数

シ
ェ

ア
や

共
著

に
お

け
る

国
際

的
な

地
位

が
低

下
し

て
い

る
。

世
界

の
研

究
者

の
主

な
流

動
海

外
へ

の
研

究
者

の
派

遣
者

数
・

海
外

か
ら

の
研

究
者

の
受

入
れ

者
数

出
典

：
O

EC
D

 “S
ci

en
ce

, T
ec

hn
ol

og
y 

an
d 

In
du

st
ry

Sc
or

eb
oa

rd
 2

01
3”

を
基

に
文

部
科

学
省

作
成

出
典

：
文

部
科

学
省

「
国

際
研

究
交

流
状

況
調

査
」

（
平

成
29

年
6月

）

出
典

：
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
8
,
7
0
6
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
1
3
,
9
7
4
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
含
む

国
際

に
関

す
る

今
後

の
改

革
の

方
向

性

「
科

学
技

術
・

学
術

分
野

の
国

際
展

開
に

つ
い

て
ー

我
が

国
の

国
際

競
争

力
の

向
上

に
向

け
て

ー
」

（
科

学
技

術
・

学
術

分
野

に
お

け
る

国
際

的
な

展
開

に
関

す
る

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
）

（
平

成
29

年
7月

）
よ

り
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国
際

科
学

技
術

共
同

研
究

推
進

事
業

等

戦
略

的
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
IC

O
R

P
）

平
成

3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

: 1
,2

4
0百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

: 
1
,0

3
0
百

万
円

）

先
進

・
新

興
国

、
開

発
途

上
国

と
の

共
同

研
究

等
を

推
進

し
、

地
球

規
模

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
科

学
技

術
分

野
の

国
際

交
流

を
促

進
し

、
国

際
科

学
技

術
協

力
の

戦
略

的
展

開
に

資
す

る
。

地
球

規
模

課
題

対
応

国
際

科
学

技
術

協
力

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
S
A

T
R

E
P

S
）

【
事

業
の

成
果

】

▷
各

国
と

の
合

意
に

基
づ

く
イ

コ
ー

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

相
手

国
に

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
拠

点
を

設
置

す
る

等
、

相
手

国
・
地

域
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

・
分

野
と

協
力

フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
た

多
様

な
国

際
共

同
研

究
を

推
進

国
（
文

部
科

学
省

）
省

庁
間

合
意

等

相
手

国
資

金
配

分
機

関

相
手

国
・
地

域

Ｊ
Ｓ

Ｔ
相

互
協

力

日
本

側
研

究
機

関
・
研

究
者

相
手

国
側

研
究

機
関

・
研

究
者

提
案

申
請

支
援

国
際

共
同

研
究

通
知

（
相

手
国

・
研

究
分

野
）

実
施

方
針

の
伝

達

提
案

申
請

支
援

二
国

間
多

国
間

協
力

日
本

・
ア

ジ
ア

青
少

年
サ

イ
エ

ン
ス

交
流

事
業

平
成

3
0
年

度
要

求
・要

望
額

: 
3
,8

0
0
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

: 
1
,8

7
0百

万
円

）
▷
海

外
の

優
秀

な
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

の
獲

得
に

資
す

る
た

め
、

ア
ジ

ア
諸

国
の

青
少

年
と

の
科

学
技

術
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
平

成
3
0
年

度
に

お
い

て
は

、
Ａ

Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ

等
と

の
交

流
を

拡
充

予
定

。

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
6
,
9
8
0
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
4
,
5
9
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

・
文

部
科

学
省

及
び

科
学

技
術

振
興

機
構

（
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
と

、
外

務
省

及
び

国
際

協
力

機
構

（
Ｊ
ＩＣ

Ａ
）
が

連
携

。
・
そ

れ
ぞ

れ
日

本
側

研
究

機
関

・
研

究
者

及
び

相
手

国
側

研
究

機
関

、
研

究
者

を
支

援

【
本

事
業

の
政

策
的

な
意

義
】

・
我

が
国

に
お

け
る

「
持

続
可

能
な

開
発

目
標

（
SD

Gs
）実

施
指

針
」
の

付
表

に
お

い
て

、
SA

TR
EP

Sが
具

体
的

施
策

と
し

て
記

載
。

・
地

球
規

模
課

題
の

解
決

を
目

指
す

SA
TR

EP
Sは

SD
Gs

と
の

親
和

性
は

高
く
、

日
本

が
先

導
的

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

可
能

。

「
イ

オ
ン

の
流

れ
を

光
に

よ
っ

て
ス

イ
ッ

チ
ン

グ
で

き
る

固
体

材
料

の
合

成
に

成
功

」
・
金

属
と

有
機

分
子

か
ら

な
る

配
位

高
分

子
と

呼
ば

れ
る

結
晶

を
用

い
、

イ
オ

ン
輸

送
の

オ
ン

／
オ

フ
を

光
に

よ
っ

て
制

御
す

る
材

料
を

開
発

。
・
光

に
よ

る
イ

オ
ン

制
御

機
構

を
有

す
る

メ
モ

リ
や

ト
ラ

ン
ジ

ス
タ

な
ど

へ
応

用
が

期
待

。

「
超

極
微

量
試

料
の

化
学

構
造

を
決

定
で

き
る

量
子

セ
ン

シ
ン

グ
N

M
R

の
開

発
に

成
功

」
・
従

来
の

N
M

R
（
核

磁
気

共
鳴

）
の

1
1
桁

も
少

な
い

超
極

微
量

資
料

か
ら

の
N

M
R

信
号

を
、

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

結
晶

中
の

量
子

セ
ン

サ
を

用
い

て
常

温
・
常

圧
で

検
出

・
本

研
究

チ
ー

ム
が

開
発

し
た

特
殊

な
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
結

晶
の

被
膜

を
使

用
し

、
高

感
度

セ
ン

サ
と

高
磁

場
測

定
を

実
現

S
T
Iフ

ォ
ー
ラ
ム
2
01

7於
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部

※
カ
マ
ウ
共
同
議
長
よ
り
「

Bo
ok

 o
f 

Ja
pa

n’
s
 

pr
ac

ti
ce

f
or

 S
DG

s」
に
つ
い
て
発
言
す
る
な
ど

世
界
が
我
が
国
の

SD
Gｓ

達
成
へ
の
取
組
に
注
目
。

▷
我

が
国

の
優

れ
た

科
学

技
術

と
政

府
開

発
援

助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ

）
と

の
連

携
に

よ
り

、
開

発
途

上
国

と
、

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

、
防

災
分

野
、

生
物

資
源

分
野

等
に

お
け

る
地

球
規

模
課

題
の

解
決

に
つ

な
が

る
国

際
共

同
研

究
を

推
進

【
事
業
の
目
的
・
概
要
】

支
援

対
象

機
関

：
大

学
、

国
公

立
研

究
機

関
等

の
公

的
研

究
機

関
、

民
間

企
業

等
支

援
額

：
３

６
百

万
円

／
年

・
課

題
（
別

途
J
IC

A
が

６
０

百
万

円
／

年
を

上
限

に
支

援
）

事
業

期
間

：
平

成
２

０
年

度
～

支
援

期
間

：
原

則
３

～
５

年
間

新
規

採
択

課
題

：
2
1
課

題

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
JS

T

運
営
費
交
付
金

大
学

・
研

究
機

関
等

大
学

・
研

究
機

関
等

委
託

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

（
ス

キ
ー

ム
） 文

部
科

学
省

Ｊ
Ｓ

Ｔ

外
務

省
Ｊ

ＩＣ
Ａ

政
府

開
発

援
助

（
Ｏ

Ｄ
Ａ

）

日
本

側
研

究
機

関
・
研

究
者

途
上

国
側

研
究

機
関

・
研

究
者

国
際

共
同

研
究

提
案

申
請

支
援

連
携 協

力
要

請

【
事
業
の
目
的
・
概
要
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

(上
)高

圧
高

温
合

成

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

結
晶

支
援

対
象

機
関

：
大

学
、

国
公

立
研

究
機

関
等

の
公

的
研

究
機

関
、

民
間

企
業

等
支

援
額

：
５

百
万

円
～

1
億

円
/
課

題
・
年

事
業

期
間

：
平

成
２

１
年

度
～

支
援

期
間

：
３

年
間

新
規

採
択

課
題

：
３

２
課

題

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

(下
)切

り
出

し
た

被
膜

配
位

高
分

子
結

晶
の

構
造

と
光

応
答

性
の

ピ
ラ

ニ
ン

分
子

の
構

造

平
成

3
0
年

度
要

求
・
要

望
額

: 1
,9

4
0百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

: 
1
,6

9
0
百

万
円

）

国
JS

T

運
営
費
交
付
金

大
学

・
研

究
機

関
等

大
学

・
研

究
機

関
等

委
託

■
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

複
合

的
な

チ
ー

ム
を

構
成

し
て

実
施

す
る

大
型

の
共

同
研

究
>

3
0
百

万
～

5
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
3
～

5
年

間
）

■
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

複
合

的
な

チ
ー

ム
を

構
成

し
て

実
施

す
る

大
型

の
共

同
研

究
>

3
0
百

万
～

5
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
3
～

5
年

間
）

■
コ

ア
チ

ー
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

1
～

2
チ

ー
ム

で
実

施
す

る
中

型
の

共
同

研
究

>
1
0
百

万
～

3
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
コ

ア
チ

ー
ム

共
同

研
究

タ
イ

プ
<
各

国
が

1
～

2
チ

ー
ム

で
実

施
す

る
中

型
の

共
同

研
究

>
1
0
百

万
～

3
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
国

際
協

力
加

速
タ

イ
プ

<
相

応
の

基
盤

を
有

す
る

研
究

の
加

速
>

5
百

万
～

1
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
国

際
協

力
加

速
タ

イ
プ

<
相

応
の

基
盤

を
有

す
る

研
究

の
加

速
>

5
百

万
～

1
0
百

万
円

／
年

・
課

題
（
1
～

3
年

間
）

■
戦

略
的

国
際

協
力

研
究

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
共

同
ラ

ボ
タ

イ
プ

<
共

同
ラ

ボ
を

相
手

国
に

形
成

し
、

我
が

国
の

「
顔

の
見

え
る

」
持

続
的

な
研

究
協

力
を

推
進

>
1
億

円
／

年
・
拠

点
（
5
年

間
，

評
価

に
よ

り
1
0
年

間
）

発
展

発
展

（
ス

キ
ー

ム
）

（
課

題
タ

イ
プ

）

国
JS

T

運
営
費
交
付
金

大
学

・
研

究
機

関
等

大
学

・
研

究
機

関
等

委
託

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

【
対

象
】

高
校

生
、

大
学

生
、

大
学

院
生

、
ポ

ス
ド

ク
等

【
人

数
・
受

入
れ

期
間

】
約

10
,0

00
人

（
約

1～
3週

間
）

ド
イ

ツ
化

学
会

誌
「
A

n
ge

w
an

dt
e

C
h
e
m

ie
In

ta
rn

at
io

n
al

E
di

ti
o
n
」
の

オ
ン

ラ
イ

ン
版

に
て

公
開

（
平

成
2
9
年

4
月

）
採

択
時

期
：
平

成
2
8
年

採
択

課
題

研
究

代
表

者
：
堀

毛
悟

史
京

都
大

学
高

等
研

究
院

物
質

ー
細

胞
統

合
シ

ス
テ

ム
拠

点
准

教
授

「
S
c
ie

n
c
e
」
の

オ
ン

ラ
イ

ン
版

に
て

公
開

（
平

成
2
9
年

6
月

）
採

択
時

期
：
平

成
2
1
年

採
択

課
題

研
究

代
表

者
：
磯

谷
順

一
筑

波
大

学
名

誉
教

授

飛
躍

的
発

展

- 70-



グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

す
る

若
手

研
究

者
の

育
成

国
際

的
な

頭
脳

循
環

の
進

展
を

踏
ま

え
、

我
が

国
に

お
い

て
優

秀
な

人
材

を
育

成
・
確

保
す

る
た

め
、

若
手

研
究

者
に

対
す

る
海

外
研

鑽
機

会
の

提
供

、
短

期
間

の
共

同
研

究
に

よ
る

海
外

挑
戦

の
支

援
や

諸
外

国
の

優
秀

な
研

究
者

の
招

へ
い

を
実

施
す

る
。

海
外

特
別

研
究

員
採

用
者

の
被

引
用

数
T
O

P
1
0
％

論
文

の
割

合

平
成
３
０
年
度
要
求
・
要
望
額

：
6
,
7
7
5
百
万
円

（
平
成
２
９
年
度
予
算
額

：
5
,
9
1
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

海
外

特
別

研
究

員
事

業

若
手

研
究

者
海

外
挑

戦
プ

ロ
グ

ラ
ム

▷
博

士
の

学
位

を
有

す
る

者
の

中
か

ら
優

れ
た

若
手

研
究

者
を

「
海

外
特

別
研

究
員

」
と

し
て

採
用

▷
海

外
の

大
学

等
研

究
機

関
に

お
い

て
長

期
間

（
２

年
間

）
研

究
に

専
念

で
き

る
よ

う
支

援

▷
将

来
国

際
的

な
活

躍
が

期
待

で
き

る
博

士
後

期
課

程
学

生
等

を
育

成
す

る
た

め
、

短
期

間
の

海
外

の
研

究
者

と
共

同
し

て
研

究
に

従
事

す
る

機
会

を
提

供

▷
海

外
か

ら
優

秀
な

人
材

を
我

が
国

に
呼

び
込

む
た

め
、

分
野

や
国

籍
を

問
わ

ず
、

外
国

人
若

手
研

究
者

を
大

学
・
研

究
機

関
等

に
招

へ
い

▷
我

が
国

の
研

究
者

と
外

国
人

若
手

研
究

者
と

の
研

究
協

力
関

係
を

通
じ

国
際

化
の

進
展

を
図

っ
て

い
く
こ

と
で

我
が

国
に

お
け

る
学

術
研

究
を

推
進

外
国

人
特

別
研

究
員

事
業

支
援

対
象

者
：
ポ

ス
ド

ク
等

支
援

経
費

：
往

復
航

空
費

、
滞

在
費

、
研

究
活

動
費

等
事

業
開

始
時

期
：
昭

和
５

７
年

度
支

援
期

間
：
２

年
間

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
JS

P
S

運
営
費
交
付
金

海
外

特
別

研
究

員
海

外
特

別
研

究
員

【
事
業
の
目
的
・
概
要
】

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

【
事
業
の
成
果
】

○
海

外
特

別
研

究
員

と
し

て
の

経
験

が
、

採
用

者
に

お
け

る
今

後
の

研
究

能
力

の
向

上
に

役
立

っ
て

い
る

・
採

用
前

に
比

べ
て

、
採

用
期

間
終

了
後

の
被

引
用

数
T
O

P
1
0
％

論
文

の
割

合
が

増
加

※
平

成
2
0
年

度
新

規
採

用
1
4
1
人

を
調

査
。

※
E
ls

e
vi

e
r社

S
c
o
pu

sを
基

に
、

同
社

の
研

究
分

析
ツ

ー
ル

S
c
iV

al
を

用
い

集
計

。
※

集
計

日
：
2
0
1
7
年

6
月

5
日

海
外

特
別

研
究

員
採

用
期

間

東
京

工
業

大
学

地
球

生
命

研
究

所
（

E
L
S

I）
所

長
・

教
授

廣
瀬

敬
（

ひ
ろ

せ
け

い
）

【
平

成
9

年
度

採
用

】

名
古

屋
大

学
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

マ
テ

ィ
ブ

生
命

分
子

研
究

所
客

員
教

授
、

海
外

主
任

研
究

者
鳥

居
啓

子
（

と
り

い
け

い
こ

）
【

平
成

7
年

度
採

用
】

平
成

２
１

年
度

に
、

最
先

端
研

究
開

発
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
F
IR

S
T
)に

採
択

さ
れ

た
。

量
子

ド
ッ

ト
の

提
唱

者
と

し
て

半
導

体
ナ

ノ
技

術
や

ナ
ノ

デ
バ

イ
ス

の
研

究
で

、
世

界
を

リ
ー

ド
し

て
い

る
。

荒
川

泰
彦

（
あ

ら
か

わ
や

す
ひ

こ
）

【
昭

和
5

8
年

度
採

用
】

東
京

大
学

ナ
ノ

量
子

情
報

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

研
究

機
構

長

遺
伝

学
的

・
分

子
生

物
学

的
解

析
に

よ
っ

て
明

ら
か

に
し

た
気

孔
形

成
シ

ス
テ

ム
は

、
植

物
分

化
の

最
も

シ
ン

プ
ル

か
つ

美
し

い
シ

ス
テ

ム
と

し
て

世
界

の
注

目
を

集
め

て
お

り
、

平
成

2
0
年

度
日

本
学

術
振

興
会

を
受

賞
。

地
球

内
部

の
深

さ
2
6
0
0
km

付
近

か
ら

マ
ン

ト
ル

の
底

（
深

さ
2
9
0
0
km

）
ま

で
を

構
成

す
る

誰
も

見
た

こ
と

の
な

い
未

知
の

鉱
物

「
ポ

ス
ト

ペ
ロ

フ
ス

カ
イ

ト
」
の

発
見

を
2
0
0
4
年

5
月

科
学

誌
「
S
c
ie

n
c
e
」
で

発
表

。

＜
海

外
特

別
研

究
員

経
験

者
＞

【
事
業
の
目
的
・
概
要
】

支
援

対
象

者
：
ポ

ス
ド

ク
等

支
援

経
費

：
往

復
航

空
費

、
滞

在
費

等
事

業
開

始
時

期
：
昭

和
６

３
年

度
支

援
期

間
：
２

年
以

内

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
JS

P
S

外
国

人
特

別
研

究
員

外
国

人
特

別
研

究
員

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

Dr
. R

ich
ar

d 
CU

LL
ET
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